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池添 冬芽，他：ステップエクササイズにおける下肢筋の筋電図学的分析  
同期させて測定した。  
ステップマシンはコンビ社製エアロクライムα50   
を用いた（図1）。このステップマシンはペダルが上   
下に移動することによってステップエクササイズを行   
うものであり，ペダルの昇降速度の調節機能を備えて   
いる。今回は，運動速度を3種類（80，100，120   
m／min）に設定してステップエクササイズを実施し   
た。このとき，StePheight（ペダルの上下可動範囲）   
を各速度とも一定にするため，それぞれの速度に対す   
るステップレートを規定した。すなわち，運動速度   
80m／minのときは80steps／min，100m／minのとき   
は100steps／min，120m／minのときは120steps／min   
とすることによりstepheightを一定にし，メトロ   
ノームに合わせて規定のステップレートを保つよう指   
示した。体幹は前傾・後傾させることなくできる限り   
垂直姿勢を保った状態にし，ステップ駆動時に上部や   
下部のストッパーにあたらないよう指示した。また，   
上体が直立位になるようバランスを保つ程度に軽く側   
方部分の手すりを把持させ，できるだけ手すりには体   
重をかけないよう指示した。   
3．最大等尺性収縮時の筋電図測定  
大腿直筋，内側広筋，外側広筋は膝伸展，半膜横   
筋，大腿二頭筋は膝屈曲，俳腹筋は足底屈，前脛骨筋   
は足背屈の3秒間の最大等尺性収縮時における筋電図   
を測定した。  
膝伸展および膝屈曲の最大等尺性収縮の測定方法   
は，OG技研マスキュレ一夕ーGT－100上で股関節・   
膝関節屈曲90度位での座位姿勢をとり，大腿部を付属   
のベルトにて固定し，アタッチメントを膝伸展時は下   
腿遠位前面，膝屈曲時は下腿遠位後面に設定し，それ   
ぞれ3秒間の最大努力下での等尺性収縮を行わせた。   
足底屈および足背屈の測定方法は背臥位にて膝伸展   
位，足底背屈中間位で，足底屈は足底部，足背屈は足   
背部に徒手抵抗を加えて3秒間の最大勢力下での等尺   
性収縮を行わせた。   
4．データ分析  
筋電図の分析には安定した3周期分の筋活動をデー   
タとして採用した。ステップ動作を電気角度計による   
膝関節角度データに基づき，ステップ上昇時の膝屈曲   
相とステップ降下時の膝伸展相とに分けて，その間の   
サンプリングデータの平均値（以下，平均RFEMG   
とする）を求めた。さらに各筋の3秒間の最大等尺性   
収縮時における平均RFEMGを100％として正規化   
し，それぞれ％RFEMGを求めた。  
統計処理は膝屈曲・伸展相と運動速度の2要因によ   
る反復測定2元配置分散分析を用いて，ステップ動作   
における膝屈曲相と膝伸展相との筋活動量の違い，お   
よび運動速度による筋活動量の違いについて分析し  
た。  
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確にすることである。  
方  法   



































図1 ステップマシン  
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図2 ステップエクササイズにおける各筋の筋活動量  
表2 二元配置分散分析の結果  
運動速度  膝屈伸相  交互作用  
一倍   p値   F値   p値   F値   p値   
大腿直筋   11．5   ＜0．001   23．6   ＜0．001   0．43   NS   
内側広筋   10．1   ＜0．001   67．6   ＜0．001   0．22   NS   
外側広筋   14．5   ＜0．001   76．6   ＜0．001   0．12   NS   
羊膜様筋   7．76   ＜0．01   0．03   NS   0．07   NS   
大腿二頭筋   9．87   ＜0．01   2．57   NS   0．01   NS   
排腹筋   3．88   ＜0．05   9．53   ＜0、05   1．48   NS   





































表3 膝最大屈曲時および膝最大伸展時の膝関節角度  
80m／min   100m／min   120m／min   
51．3±8、7   55．5±7．5   59．8±7．0  
膝最大屈曲時［0］  
（35．0－70．3）   （43．8－70．0）   （48．8－72．3）   
膝最大伸展時［0］   
15．0±5．5   18．6±5．6   19．9±8．6  
（0 －25．0）   （0 こ25．5）   （2．0－30．0）   
上段：平均値±標準偏差，下段：（最小値一最大値）  
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